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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１の顔料、ならびにポリアミン骨格及び１以上の疎水性ペンダント基を含む
分散剤を含む固体顔料濃厚物において、該濃厚物がポリオキシアルキレン基を含む非イオ
ン性界面活性剤をさらに含むことを特徴とする顔料濃厚物。
【請求項２】
　分散剤のポリアミン骨格の少なくとも一部がポリアルキレンイミン骨格であることを特
徴とする、請求項１に記載の顔料濃厚物。
【請求項３】
　疎水性ペンダント基の少なくとも一部がポリエステルであることを特徴とする、請求項
１～２のいずれか１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項４】
　該ポリエステルの少なくとも一部が、ヒドロキシル官能性カルボン酸から誘導された骨
格を含むことを特徴とする、請求項３に記載の顔料濃厚物。
【請求項５】
　該ポリエステルがヒドロキシステアリン酸から少なくとも部分的にできていることを特
徴とする、請求項４に記載の顔料濃厚物。
【請求項６】
　該疎水性ペンダント基の少なくとも一部がアミド結合を介してポリアルキレンイミン骨
格に結合されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の顔料濃厚物
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【請求項７】
　ポリアミン骨格：疎水性ペンダント基の重量比は１：１～１：１０の範囲であることを
特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項８】
　分散剤：界面活性剤の重量比が３：１～１：３であることを特徴とする、請求項１～７
のいずれか１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項９】
　顔料含有量が総重量の少なくとも60％であることを特徴とする、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項１０】
　顔料濃厚物における分散剤含有量が総重量の２～３０％の範囲であることを特徴とする
、請求項１～９のいずれか１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項１１】
　界面活性剤の含有量が総重量の２～３０％であることを特徴とする、請求項１～１０の
いずれか１項に記載の顔料濃厚物。
【請求項１２】
　濃厚物が粉末又は錠剤の形であることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１項に
記載の顔料濃厚物。
【請求項１３】
　複数のベース塗料の一組及び請求項１～１２のいずれか１項に記載の複数の顔料濃厚物
の一組、ここで該複数の濃厚物は異なる色を有する、を用意すること、１つのベース塗料
及び1以上の顔料濃厚物を選択すること、及び該選択された顔料濃厚物を該選択された色
に対応する処方に従う量でベース塗料に混合することにより、選択された色の塗料を調整
するための方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は１以上の有機又は無機顔料及び１以上のタイプの分散剤を含む固体顔料濃厚物に
関する。そのような顔料濃厚物は塗料、ラッカー又は類似の物質を着色する働きをする。
固体顔料濃厚物は、粉末の形、又は錠剤等の形であることができる。
【背景技術】
【０００２】
純粋な顔料がベース塗料に混合されるとき、塵埃の形成が顔料物質の損失をもたらし、健
康及び安全環境に影響を及ぼす。さらに、純粋な顔料をベース塗料に混合した後、顔料粒
子は互いにくっつき、塊を形成する傾向がある。顔料は、適切に分散せず、その完全な色
の濃さ（full　color　strength)を発揮しない。この問題を克服するために、欧州特許出
願公開第0311209に開示されたシステムにおいてそうであるように、色混合システムは一
般的に顔料ペーストを利用する。そのような顔料ペーストの組成物は一般的にベース塗料
のタイプに依存する。普遍的な用途のための顔料ペースト（水性塗料（aqueous　borne　
paint）並びに溶剤型塗料（solvent　borne　paint））は、共溶媒、例えばグリコール、
水、界面活性剤、分散剤を典型的に含み、任意的にさらなる添加物を含んでいてもよい。
溶剤型塗料における使用のためのみである顔料ペーストは典型的にはかなりな含有量のポ
リマー状バインダー、溶媒、及び添加物を含む。該ペーストにおいて、顔料はプレ分散さ
れ、さらにすりつぶされ（ground)、粉砕される（milled)。そのようなペーストは、高度
に着色され、分配（distribution)のための容器に充填される。
【０００３】
分配地点、例えば消費者の店舗、における色混合は、色混合装置の使用を含む。そのよう
な混合装置は顔料ペーストで満たされた容器のカルーセルを典型的に含む。ペーストは、
その容器において分配されたところの容器からキャニスターに移され、着色剤としての使
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用のために準備が整う。各キャニスターはベース塗料を有する容器の上に置かれることが
できる。キャニスターはその底面に、シャットオフバルブによる閉じられた穴を有する。
中央演算処理装置（central　processing　unit）は、該バルブを開き、選択された塗料
の色に対応する配合に従って、ベース塗料に顔料ペーストを重さで又は体積で投入ことが
できる。そのような装置の例は欧州特許出願公開第1109678号に開示されている。該機械
は各顔料について基準化される。もしペーストの粘度が経時変化するならば、機械の較正
はより不正確になり、不正確な着色をもたらす。
【０００４】
使用後、分配容器は、強く着色された少量の物質で汚染されたままであり、該容器は、慣
用の廃棄物としての廃棄に不適切になる。
【０００５】
その組成のために、顔料ペーストは、すべてのタイプのベース塗料と普遍的に相溶性であ
るというわけではない。もし顔料ペーストがバインダーを含むならば、ベース塗料のバイ
ンダーと非相溶性である可能性がある。さらに、ペースト中の添加剤、特に界面活性剤及
び分散剤は、施与後の塗料のフィルムの物性に負の影響を有し得る。顔料ペーストの溶媒
又は共溶媒の含有量は混合された塗料の揮発性有機物含有量を増加させる。さらに、顔料
ペーストは非着色物質をもまた含むので、顔料の色の濃さ(color strength)は薄められる
。
【０００６】
これらの問題を、欧州特許出願公開第O121308号においては例えば錠剤の形の、又は例え
ば国際公開第03/064540号においては顆粒の形の固体顔料濃厚物を使用することにより克
服することが試みられてきた。実際、これらの濃厚物は溶剤型ベース塗料に対してよりも
水性型ベース塗料（water borne base paint)においてより適することが見出され、色の
濃さは重大な因子である。
【０００７】
米国特許第6111054号は、有機酸とポリアミンとの反応により得られ得るポリアミン分散
剤を有する固体顔料濃厚物を開示している。開示された分散剤は両親媒性分散剤である。
１つのペンダント状側基の有機酸は、水と相溶性のブロック、例えばポリエーテル、及び
疎水性の溶剤と相溶性のブロック、例えばポリカプロラクトンを含む。欠点は、そのよう
な分散剤から製造された顔料組成物から得られた劣る分散性及びより低い色の濃さである
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明の目的は、満足できる色の濃さを保持しながら、溶媒に基づくベース塗料並びに水
性ベース塗料に容易にかつ素早く混ぜ込まれることができる顔料濃厚物を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明の目的は、少なくとも１の顔料及びポリアミン骨格及び１以上の疎水性ペンダント
基を含む分散剤を含む固体顔料濃厚物において、該濃厚物がポリオキシアルキレン基、例
えばポリオキシエチレン基を含む非イオン性界面活性剤をさらに含むことを特徴とする濃
厚物を提供することにより達成される。
【００１０】
ポリアミン骨格は、ほとんどのタイプの有機又は無機顔料に良好な接着性を示す。もし分
散剤のポリアミン骨格の少なくとも一部がポリアルキレンイミンビルディングブロック、
例えばポリエチレンイミンビルディングブロックを含むならば、特に、良好な結果が得ら
れる。
【００１１】
この点において、分散剤のテール（tail）は、もしこれらのテールがそれ自体、水に溶解
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しないが、炭化水素溶媒、例えば低芳香族ホワイトスピリット又は脱芳香族化されたホワ
イトスピリット、に容易に可溶であるならば、疎水性であると考えられる。実質的にエー
テル基を有しない非イオン性の基は、疎水性であると考えられる。疎水性のテールは、例
えばポリエステル又はポリアルキレン基又は非イオン性のテールの任意の他のタイプであ
ることができる。ポリエステルのテールは、例えばヒドロキシ官能性カルボン酸、例えば
ヒドロキシステアリン酸、又は開環可能な環状エステル、例えばカプロラクトン、又は二
酸又は酸無水物とジオールとの混合物、例えばヘキサヒドロフタル酸又はフタル酸無水物
とヘキサンジオールとの混合物から誘導されることができる。
【００１２】
疎水性のテールは、アミド基を介してポリアルキレンイミン骨格に共有結合で結合される
ことができる。あるいは、それらは骨格上のアミン基とポリエステルテールのカルボン酸
末端基の間の塩の結合により骨格に結合されることができる。共有結合性のアミド結合の
割合は、０～１００％の間のいずれであってもよい。
【００１３】
ポリアミン骨格と疎水性テールとの重量比は、例えば1：1～1：10の範囲であることがで
きる。
【００１４】
驚いたことに、もし分散剤が、顔料を効果的に分散させるのに必要とされる最小の量を超
える過剰量で存在するならば、水性系において良好な結果が得られる。この最小量は、例
えばダニエルフローポイント試験（Daniel　Flow　Point　test）により決定されること
ができる。ダニエルフローポイントは、分散物において顔料粒子の表面を完全に被覆する
のに必要とされる分散剤の最小量である。例えば、英国、チチェスターのエリス・ホーウ
ッド（Ellis Horwood)により１９８７年に出版されたR.ランブルン(Lambourne）により編
集された「塗料と表面コーティング：理論と実際（Paintand Surface Coatings: Theory 
and Practice)」の第８章（第３１２ページ）において議論されている。一般的に分散剤
は、もしそれが存在する顔料のＢＥＴ表面の2mg/m2の含有量を超えるならば、過剰量で存
在する。
【００１５】
親水性基及び疎水性基を有する非イオン性化合物、例えば分散剤は、例えば、スコットラ
ンド、グラスゴーのチャップマン及びホールにより1994年に出版された(第２版）M.R.ポ
ーターによる界面活性剤のハンドブック（Handbook of Surfactants)の第４章において議
論されているように、その疎水性―親油性のバランス、すなわちHLB値を特徴とすること
ができる。分散剤は、例えば６～１８の範囲のHLB値を有することができる。
【００１６】
分散剤は、例えば600～40，000g/モル，例えば1，200～30，000g/モルの間の数平均分子
量を有することができる。
【００１７】
ポリアミン分散剤樹脂は、少なくとも１のジアミン又はポリアミンと、少なくとも１のア
ミンと反応性の基及びペンダント状の疎水性の基を有する少なくとも１の化合物とを反応
させることにより適切に製造されることができる。
【００１８】
適切なジアミン又はポリアミンとして、脂肪族ポリアミンが挙げられ得る。これらの脂肪
族アミンは少なくとも３つの１級、２級、及び／又は３級アミン基を含むことができる。
１級又は２級アミノ基を含む脂肪族直鎖ポリアミン、例えばジエチレントリアミン（DETA
)，トリエチレンテトラアミン（TETA)、テトラエチレンペンタアミン（TEPA)、ペンタエ
チレンヘキサアミン、ヘキサエチレンヘプタミン、及びより高級な同族体が使用され得る
。脂肪族分岐状ポリアミン、特に(C2～C4)アルキレンアミンであって、１級、２級、及び
３級のアミノ基を含み、600～2,000,000g/モルの数平均分子量を有するもの、例えばBASF
により製造されたルパソール（Lupasol）(商標)タイプ、又は日本触媒により製造された
エポミン(商標)タイプもまた使用されることができる。これらの分岐状脂肪族ポリアミン
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は、ポリイミン又はポリアジリジンとして公知であり、公知の方法、例えばエチレンイミ
ンの重合により製造される。これらの脂肪族分岐状ポリアミンの例は、約600-3，000g/モ
ルの平均Mnを有するタイプ、例えば約600-2，500g/モルの平均Mnを有するタイプである。
【００１９】
少なくとも１のアミン反応性基及びペンダント状の疎水性基を有する適切な化合物は、酸
で末端停止された疎水性基、少なくとも２のイソシアネート基を有する少なくとも１の化
合物と長鎖アルコールとの反応生成物、又はそれらの混合物を含む。
【００２０】
酸で末端停止された疎水性基の例は、酸で末端停止されたポリエステル、例えばラクトン
の重合により得られ得るもの（例えばプロピオラクトン、ヴァレロラクトン、カプロラク
トン）又はヒドロキシカルボン酸（例えば１２－ヒドロキシステアリン酸）の縮合により
得られるものを含む。該酸基は、塩、アミド、又はそれらの組合せを形成することにより
ポリアミン骨格のアミン基を反応に付与する。
【００２１】
少なくとも２のイソシアネート基を有する少なくとも１の化合物と長鎖のアルコールとの
反応生成物の例は、長鎖のアルコールと反応された上記のジイソシアネートを含む。
【００２２】
任意的に、ポリアミン分散剤は、ペンダント状の疎水性基を有し得る。そのような基を導
入するのに適切な化合物は、少なくとも２のイソシアネート基を有する少なくとも１の化
合物と、少なくとも１のイソシアネート反応性基を有するポリアルキレンオキシドをベー
スとする基との反応により得られることができる。少なくとも１のイソシアネート反応性
基を有するポリアルキレンオキシドをベースとする基は、ポリアルキレングリコールモノ
アルキルエーテル及びポリオキシアルキレンモノアミンから選択され得る。適切なアルキ
レンオキシドの例は、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、及びブチレンオキシドで
ある。ポリアルキレンオキシドをベースとする側基は、エチレンオキシド又はプロピレン
オキシド又はその混合物に基づくことができる。
【００２３】
例えば少なくとも１のイソシアネート反応性基を有することのできるポリアルキレンオキ
シドをベースとする基は、式（I)又は（II)に従う化合物、又はその混合物である。
【００２４】

【００２５】
ここで、R１は、C１～C4アルキル基から選択され、ｎは０～２５であり、ｍは１～５０で
あり、n+m≦50である。(C３H6O)及び(C2H4O)単位は、ポリプロピレンオキシド及びポリエ
チレンオキシドのブロックとして、又はプロピレンオキシド及びエチレンオキシドから誘
導された単位の多かれ少なかれランダムな混合物として化合物中に存在し得る。
【００２６】
式（I)に従う適切なアミンの例は、ポリオキシアルキレンモノアミンであり、該アミンは
Jeffamine(商標)Mの商表示でハンツマン（Huntsman)から市販入手可能である。
【００２７】
式（II)に従う適切なエーテルの例は、ポリアルキレンオキシドをベースとするアルコキ
シ化合物であり、該化合物はPolyglykol　Mの商表示でクラリアント(Clariant)から市販
入手可能である。
【００２８】
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少なくとも２のイソシアネート基を有する化合物の例は、1，6-ジイソシアナートヘキサ
ン，イソホロンジイソシアネート，2，4-トルエンジイソシアネート，2，6-トルエンジイ
ソシアネート，ジフェニルメタン-ジイソシアネート，4，4'-ビス(イソシアナートシクロ
ヘキシル)メタン，1，4-ジイソシアナートブタン，1，5-ジイソシアナート-2，2-ジメチ
ルペンタン，2，2，4-トリメチル-1，6-ジイソシアナートヘキサン，1，10-ジイソシアナ
ートデカン，4，4-ジイソシアナートシクロヘキサン，2，4-ヘキサヒドロトルエンジイソ
シアネート，2，6-ヘキサヒドロトルエンジイソシアネート，ノルボルナンジイソシアネ
ート，1，3-キシレンジイソシアネート，1，4-キシレンジイソシアネート，1-イソシアナ
ート-3-(イソシアナートメチル)-1-メチルシクロヘキサン，m-α，α-α’，α’-テトラ
メチルキシレンジイソシアネート，及びその混合物を含む。
【００２９】
ポリアミン分散剤樹脂の製造において疎水性基を有する化合物の量は、ポリアミン分散剤
樹脂における疎水性基の含有量が、親水性基及び疎水性基の両方の重さに基づいて計算さ
れて少なくとも２０重量％であることを保証するように選択される。ポリアミン分散剤樹
脂における疎水性基の量は例えば６０重量％を超えることができる。ポリアミン分散剤樹
脂は１分子につき少なくとも２の、例えば少なくとも３のペンダント状の疎水性に基づく
側基を含むことができる。
【００３０】
本発明に従う顔料濃厚物における使用に適する分散剤の市販入手可能な例は、ノベオン（
Noveon)から入手可能なゾルスパース(Solsperse)(商標)13940である。しかし、これは有
機溶媒中の溶液として供給され、本発明の目的のためには、溶媒がストリップされ、水中
で乳化される必要がある。
【００３１】
本発明に従う顔料濃厚物は、有機及び／又は無機の顔料を含むことができる。有機顔料は
典型的には有機着色顔料及び黒色顔料である。無機顔料は同様に着色顔料、黒色顔料及び
／又は白色顔料であることができるばかりでなく、効果顔料、例えば金属顔料、真珠光沢
顔料、干渉顔料、多色顔料、及び典型的にはフィラーとして使用される無機顔料であるこ
とができる。
【００３２】
適切な有機着色顔料の例は、以下を含む：モノアゾ顔料、例えばC.I.ピグメントブラウン
25；C.I.ピグメントオレンジ5，13，36，38，64，67，及び74；C.I.ピグメントレッド1，
2，3，4，5，8，9，12，17，22，23，31，48：1，48：2，48：3，48：4，49，49：1，51
：1，52：1，52：2，53，53：1，53：3，57：1，58：2，58：4，63，112，146，148，170
，175，184，185，187，191：1，208，210，245，247，及び251；C.I.ピグメントイエロ
ー1，3，62，65，73，74，97，120，151，154，168，181，183，及び191；C.I.ピグメン
トバイオレット32；ジアゾ顔料、例えばC.I.ピグメントオレンジ16，34，44，及び72；C.
I.ピグメントイエロー12，13，14，16，17，81，83，106，113，126，127，155，170，17
4，176，180，及び188；ジアゾ縮合顔料、例えば，C.I.ピグメントイエロー93，95，及び
128；C.I.ピグメントレッド144，166，214，220，221，242，及び262；C.I.ピグメントブ
ラウン23及び41；アンタントロン顔料、例えばC.I.ピグメントレッド168；アントラキノ
ン顔料，例えばC.I.ピグメントイエロー147，177，及び199；C.I.ピグメントバイオレッ
ト31；アントラピリミジン顔料，例えばC.I.ピグメントイエロー108；キナクリドン顔料
，例えばピグメントオレンジ48及び49；C.I.ピグメントレッド122，202，206及び209；C.
I.ピグメントバイオレット19；キノフタロン顔料，例えばC.I.ピグメントイエロー138；
ジケトピロロピロール顔料，例えばC.I.ピグメントオレンジ71，73，及び81；C.I.ピグメ
ントレッド254，255，264，270，及び272；ジオキサジン顔料，例えばC.I.ピグメントバ
イオレット23及び37；C.I.ピグメントブルー80；フラバントロン顔料，例えばC.I.ピグメ
ントイエロー24；インダントロン顔料，例えばC.I.ピグメントブルー60及び64；イソイン
ドリン顔料，例えばC.I.ピグメントオレンジ61及び69；C.I.ピグメントレッド260；C.I.
ピグメントイエロー139及び185；イソインドリノン顔料，例えばC.I.ピグメントイエロー
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109，110，及び173；イソビオルアントロン顔料，例えばC.I.ピグメントバイオレット31
；金属錯体顔料，例えばC.I.ピグメントレッド257；C.I.ピグメントイエロー117，129，1
50，153，及び177；C.I.ピグメントグリーン8；ペリノン顔料，例えばC.I.ピグメントオ
レンジ43；C.I.ピグメントレッド194；ペリレン顔料，例えばC.I.ピグメントブラック31
及び32；C.I.ピグメントレッド123，149，178，179，190，及び224；C.I.ピグメントバイ
オレット29；フタロシアニン顔料，例えばC.I.ピグメントブルー15，15：1，15：2，15：
3，15：4，15：6，及び16；C.I.ピグメントグリーン7及び36；ピラントロン顔料，例えば
C.I.ピグメントオレンジ51；C.I.ピグメントレッド216；ピラゾロキナゾロン顔料，例え
ばC.I.ピグメントオレンジ67；C.I.ピグメントレッド251；チオインジゴ顔料，例えばC.I
.ピグメントレッド88及び181；C.I.ピグメントバイオレット38；トリアリールカルボニウ
ム顔料，例えばC.I.ピグメントブルー1，61，及び62；C.I.ピグメントグリーン1；C.I.ピ
グメントレッド81，81：1，及び169；C.I.ピグメントバイオレット1，2，3，及び27；C.I
.ピグメントブラック1(アニリンブラック)；C.I.ピグメントイエロー101(アラダジンイエ
ロー)；C.I.ピグメントブラウン22。
【００３３】
適切な無機の色顔料(color　pigment)の例は以下の通りである：白色顔料、例えば二酸化
チタン、(C.I.ホワイトピグメント6)，亜鉛白，顔料グレードの酸化亜鉛；硫化亜鉛，リ
トポン；黒色顔料、例えば酸化鉄黒(C.I.ピグメントブラック11)，鉄マンガン黒（iron　
manganese　black）、スピネルブラック(C.I.ピグメントブラック27)；カーボンブラック
(C.I.ピグメントブラック7)；及び着色顔料（chromatic　pigment)，例えば酸化クロム，
酸化クロム水和物緑（chromium oxide hydrate green)；クロームグリーン(C.I.ピグメン
トグリーン48)；コバルトグリーン(C.I.ピグメントグリーン50)；ウルトラマリーングリ
ーン；コバルトブルー(C.I.ピグメントブルー28及び36；C.I.ピグメントブルー72)；ウル
トラマリーンブルー；マンガンブルー；ウルトラマリーンバイオレット；コバルトバイオ
レット；マンガンバイオレット；酸化鉄赤(C.I.ピグメントレッド101)；カドミウムスル
ホセレナイド(C.I.ピグメントレッド108)；セリウムスルフィド(C.I.ピグメントレッド26
5)；モリブデートレッド(C.I.ピグメントレッド104)；ウルトラマリーンレッド；褐色酸
化鉄(C.I.ピグメントブラウン6及び7)，混合された褐色，スピネル相およびコランダム相
(C.I.ピグメントブラウン29，31，33，34，35，37，39，及び40)，クロムチタンイエロー
(C.I.ピグメントブラウン24)，クロームオレンジ；硫化セリウム(C.I.ピグメントオレン
ジ75)；酸化鉄黄(C.I.ピグメントイエロー42)；ニッケルチタンイエロー(C.I.ピグメント
イエロー53；C.I.ピグメントイエロー157，158，159，160，161，162，163，164，及び18
9)；スピネル相(C.I.ピグメントイエロー119)；硫化カドミウム及びカドミウム亜鉛硫化
物 (C.I.ピグメントイエロー37及び35)；クロームイエロー(C.I.ピグメントイエロー34)
；ビスマスバナデート(C.I.ピグメントイエロー184)。
【００３４】
フィラーとして典型的に使用される無機顔料の例は、透明二酸化珪素、研磨された石英、
酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、天然マイカ、天然及び沈殿されたチョーク、お
よび硫酸バリウムである。
【００３５】
本発明の濃厚物は、効果顔料又は艶顔料（luster　pigments）をもまた含むことができる
。これらは、干渉、反射、及び吸収減少の相互作用により示される視覚効果を示す小板形
のモノ又はマルチ層顔料である。例は、アルミニウムの小板及び１以上の被覆を有する及
びアルミニウム、酸化鉄、及びマイカ小板、特に金属酸化物である。
【００３６】
製造における顔料粒子は、細かく分割された形で存在することができ、これは平均粒径が
50nm～5，000nmの範囲内であることを意味する。平均粒径は例えば少なくとも80nm，例え
ば、少なくとも100nmである。平均粒径が3，000nm以下、例えば1，500nm以下、例えば，1
，000nm以下であることが好ましい。
【００３７】
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本発明の顔料の製造における界面活性剤は、ポリエーテルに基づく少なくとも１の非イオ
ン性界面活性剤を含むことができる。ポリエーテルは、特にポリアルキレンオキシド、又
はアルキレンオキシドとアルコール、アミン、脂肪族カルボン酸、又は脂肪族カルボキシ
アミドとの反応生成物である。本発明の目的のために、用語「アルキレンオキシド」は、
アリールで置換されたアルキレンオキシド、特にフェニルで置換されたエチレンオキシド
をも含むものとする。
【００３８】
非混合のポリアルキレンオキシドと同様に混合ポリアルキレンアルキレンオキシド、例え
ばC2-C4アルキレンオキシド及びフェニルで置換されたC2-C4アルキレンオキシド、特にポ
リエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、およびポリ（フェニルエチレンオキシド
）、特にアルキレンオキシドブロックコポリマーだけでなく、これらのアルキレンオキシ
ドのランダムコポリマーもまた有用である。
【００３９】
特に適するのは、ポリプロピレンオキシド及びポリエチレンオキシドブロック又はさもな
ければポリ（フェニルエチレンオキシド)及びポリエチレンオキシドブロックを有するブ
ロックコポリマーである。それらは、混合されていないポリアルキレンオキシドのように
、出発物質、例えば飽和又は不飽和の脂肪族及び芳香族アルコール、飽和又は不飽和の脂
肪族及び芳香族アミン、及び飽和又は不飽和の脂肪族カルボン酸及びカルボキシアミドへ
のアルキレンオキシドの重付加により得られ得る。エチレンオキシド及びプロピレンオキ
シドが使用されるとき、これらの出発化合物は、まずエチレンオキシドと、次にプロピレ
ンオキシドと反応されるか、又はまずプロピレンオキシドと、そして次にエチレンオキシ
ドと反応されることができる。出発分子に対して１モル当たり1～300モル，例えば3～150
モルのアルキレンオキシドを使用することが通常である。
【００４０】
一般的に適切な脂肪族アルコールは、6～26の炭素原子、例えば8～18の炭素原子を含み、
非分岐の、分岐の又は環状の構造を有することができる。例はオクタノール、ノナノール
、デカノール、イソデカノール、ウンデカノール、ドデカノール、2-ブチルオクタノール
、トリデカノール、イソトリデカノール、テトラデカノール，ペンタデカノール，ヘキサ
デカノール，2-ヘキシルデカノール，ヘプタデカノール，オクタデカノール，2-ヘプチル
ウンデカノール，2-オクチルデカノール，2-ノニルトリデカノール，2-デシルテトラデカ
ノール，オレイルアルコール及び9-オクタデカノール，及びこれらのアルコールの混合物
，例えばC8/C10，C13/C15，及びC16/C18アルコール，及びシクロペンタノール及びシクロ
ヘキサノールである。特に興味深いのは、天然の原料から脂肪の加水分解、及び還元によ
り得られた飽和及び不飽和の脂肪性アルコール及びオキソ法からの合成の脂肪性アルコー
ルである。これらのアルコールとのアルキレンオキシドの付加体は、典型的には200～5，
000特に400～2，000の平均分子量Mnを有する。
【００４１】
上記の芳香族アルコールの例はアルファ及びベータナフトール及びそのC1-C4アルキル誘
導体だけでなく、特にフェノール及びそのC1-C12アルキル誘導体、例えばヘキシルフェノ
ール、ヘプチルフェノール、オクチルフェノール，ノニルフェノール，イソノニルフェノ
ール，ウンデシルフェノール，ドデシルフェノール，ジ及びトリブチルフェノール，及び
ジノニルフェノールを含む。
【００４２】
適切な脂肪族アミンは、上記の脂肪族アルコールに対応する。再び、ここで特に重要なの
は、６～２０の炭素原子を有することができる飽和及び不飽和の脂肪性アミンである。適
切な芳香族アミンの例は、アニリン及びその誘導体である。
【００４３】
有用な脂肪族カルボン酸は、特に、12～20の炭素原子を含むことができる飽和及び不飽和
の脂肪酸、及び完全に水素化された樹脂酸、部分的に水素化された樹脂酸、及び水素化さ
れていない樹脂酸、及びポリ官能性カルボン酸、例えばジカルボン酸、例えばマレイン酸
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をも含む。
【００４４】
適切なカルボキシアミドはこれらのカルボン酸から誘導される。
【００４５】
非常に興味深いのは、これらのモノ官能性アミン及びアルコールとのアルキレンオキシド
の付加体と同様に、少なくとも二官能性のアミン及びアルコールとのアルキレンオキシド
の付加体である。
【００４６】
少なくとも二官能性のアミンは例えば2～5のアミン基を有することができ、特に式H2N-(R
-NR1)n-H(R：C2～C6アルキレン；R1：水素又はC1～C6アルキル；n：1～5)に適合すること
ができる。少なくとも二官能性のアミンは、例えば２～５のアミン基を含み、特に式H2N-
(R-NR1)n-H(R：C2～C6アルキレン；R1：水素又はC1-C6アルキル；n：1～5)に適合するこ
とができる。具体的な例は、エチレンジアミン，ジエチレントリアミン，トリエチレンテ
トラミン，テトラエチレンペンタミン，1，3-プロピレン-ジアミン，ジプロピレントリア
ミン，3-アミノ-1-エチレンアミノプロパン，ヘキサメチレンジアミン，ジヘキサメチレ
ントリアミン，1，6-ビス(3-アミノ-プロピルアミノ)ヘキサン，及びN-メチルジプロピレ
ントリアミンであり，上記の中で特にヘキサメチレンジアミン及びジエチレントリアミン
及びエチレンジアミンが特に適する例である。
【００４７】
これらのアミンは、例えばまずプロピレンオキシドと、次にエチレンオキシドと反応され
ることができる。ブロックコポリマーのエチレンオキシドの含有量は典型的には約10～90
重量％である。
【００４８】
ポリアミンに基づくブロックコポリマーは一般的には600～40，000，例えば1，200～30，
000の平均分子量Mnを有する。
【００４９】
少なくとも二官能性のアルコールは、例えば5つのヒドロキシル基を有することができる
。C2～C6のアルキレングリコール、及び対応するジアルキレングリコールおよびポリアル
キレングリコールの例は、例えばエチレングリコール，1，2-プロピレングリコール，1，
3-プロピレングリコール，1，2-ブチレングリコール，1，4-ブチレングリコール，1，6-
ヘキシレングリコール，ジプロピレングリコール，及びポリエチレングリコール，グリセ
ロール，及びペンタエリスリトールであるが、その中でエチレングリコール，ポリエチレ
ングリコール及びプロピレングリコール及びジプロピレングリコールが特に適する例であ
る。
【００５０】
少なくとも二官能性アルコールとの適切なアルキレンオキシド付加体は中央のポリプロピ
レンオキシドブロックを有し、即ち最初にさらにプロピレンオキシドと次にエチレンオキ
シドと反応されたプロピレングリコール又はポリプロピレングリコールに基づく。ブロッ
クコポリマーのエチレンオキシドの含有量は典型的には10～90重量％の範囲である。
【００５１】
ポリヒドリックアルコールに基づくブロックコポリマーは一般的には400～20，000，例え
ば、1，000～15，000の数平均分子量Mnを有する。
【００５２】
そのようなアルキレンオキシドブロックコポリマーは公知であり、例えばTetronic(商標)
及びPluronic(商標)(BASF)の名前で市販入手可能である。
【００５３】
本発明の顔料調整物が使用される予定の施与媒体に依存して、種々の疎水性－親水性バラ
ンス（HLB)値を有するアルキレンオキシドブロックコポリマーが選択される。
【００５４】
本発明に従う顔料濃厚物における使用に特に適する界面活性剤の市販入手可能な例はオレ
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イルアミドエトキシレート例えばBermodol(商標)SPS2543又はココアミドエトキシレート
例えばBermodol(商標)SPS2525(共にAkzo　Nobel　Chemicals　B.V.)である。
【００５５】
任意的に、分散剤：ポリエーテル界面活性剤の重量比は、3：1～1：3の間である。もし分
散剤含有量が界面活性剤の含有量と同じぐらい高いならば、良好な結果が得られる。
【００５６】
顔料濃厚物は60％以上の合計重量の顔料含有量を有することができる。任意的に、顔料濃
厚物中の分散剤含有量は2～30％の合計重量の範囲であり得る。界面活性剤の含有量もま
た、例えば2～30％の合計重量であることができる。
【００５７】
顔料調整物は、顔料調整物において一般的に使用される他の成分、添加剤、助剤、例えば
湿潤剤、抗発泡剤、熱安定化剤、光安定化剤、抗酸化剤、及び他の顔料分散助剤、及び／
又は界面活性剤をさらに含み得る。
【００５８】
本発明に従う顔料濃厚物は、例えば粉末、錠剤、顆粒の形、又は他の任意の適する形であ
ることができる。もし顔料濃厚物が粉末の形であるならば、レーザー回折により測定され
た平均粒径は、例えば2～50μｍであることができるが、もし所望されるならばより小さ
く又はより大きくされることもできる。
【００５９】
本発明は、一組のベース塗料及び上述のような一組の顔料濃厚物（該濃厚物は異なる色で
ある）を提供することにより選択された色の塗料を混合するための方法をもまた提供する
。ベース塗料及び1以上の顔料濃厚物を選択するステップ、及び該選択された顔料濃厚物
を、該選択された色に対応する配合に従う量でベース塗料に混合させるステップを含む。
【００６０】
本発明は、
　ａ）顔料、分散剤樹脂、ポリオキシアルキレン基を含む非イオン性表面活性剤を、任意
的に添加された水又は有機希釈剤とともに、攪拌して、液状化された顔料スラリーを形成
するステップ、
　ｂ）任意的に、該スラリーを粉砕(mill)するステップ、及び
　ｃ）該スラリーを乾燥させるステップ
を含む顔料調整物の製造のための方法において、該分散剤樹脂がポリアミン骨格及び1以
上の疎水性ペンダント基を含む方法にさらに関する。
【００６１】
顔料調整物に関して上で述べられたように、該方法において使用される顔料は有機又は無
機の顔料であることができる。顔料の混合物、例えば2以上の無機顔料の混合物、2以上の
有機顔料の混合物、又は無機及び有機顔料の混合物を使用することもまた可能である。該
方法においては幅広い種類の顔料を使用することが可能である。顔料は、標準の乾燥され
た顔料として該方法に導入されることができる。粉砕ステップは、塊を砕くこと、及び要
求される顔料の粒径を達成するために役立つ。有機顔料は、いわゆるプレスケーキとして
もまた入手可能である。有機顔料は、合成されたときは、一次粒子と呼ばれる非常に小さ
な結晶の形である。顔料合成の目的は、顔料の用途の性質、例えば色の濃さ、色調、明る
さ、透明さ及び不透明さ、及び流れの性質を最適化するサイズの一次粒子を製造すること
である。プレスケーキは、この、分解された形で基本的に顔料を含む。顔料プレスケーキ
の乾燥の間に、一次粒子は集合して、集合及び塊を形成する。従って、塊を破壊し、要求
される顔料の粒径を達成するためにより少ないエネルギーが必要とされる。従って、有機
顔料が該方法において使用されるとき、顔料のプレスケーキの形で使用することが可能で
あり、かつ好ましい。顔料プレスケーキが使用されるとき、流動化された顔料のスラリー
の単純な攪拌は、要求された顔料粒径を達成するのに十分であり得る。スラリーを粉砕す
ることは、そのような場合には余分であるかもしれない。
【００６２】
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追加的な液体が顔料及び分散剤樹脂の混合物を流動化させるのに必要とされるとき、該液
体は水であることが好ましい。水の代わりに、又は水に加えて、有機溶媒、例えばグリコ
ール又はグリコールエーテル、例えばエチレングリコール、又はより高級なその同族体、
又はエチレングリコールモノn－ブチルエーテルが使用され得る。
【００６３】
任意的な粉砕ステップは、顔料の平均粒径を崩すために通常使用される周知の粉砕装置を
使用して行われることができる。該方法を実行するために適する装置の例は、ビーズミル
、ジェットミル、超音波ミル、バスケットミル、ロールミル、及び高速溶解機である。平
均粒系が50nm～5，000nmの範囲内になるまで粉砕は一般的に続けられる。任意的に、平均
粒径は少なくとも80ｎｍ、例えば少なくとも100nmである。平均粒径は、例えば3，000nm
以下、例えば1，500nm以下、例えば1，000nm以下であることができる。
【００６４】
乾燥させるのに適する方法の例は、噴霧顆粒化（spray granulation)及び流動床乾燥、噴
霧乾燥、パドルドライヤーにおける乾燥、蒸発及び続く粉砕、並びに凍結乾燥である。選
択された乾燥方法は、本発明の顔料調整物の粒径に影響を及ぼし得る。乾燥ステップは、
凍結乾燥又は噴霧乾燥により実行されることができる。
【００６５】
噴霧及び流動床顆粒化は、50～5，000μｍ、特に100～1，000μｍの平均粒径を有する、
粗く分割された顆粒を製造し得る。噴霧乾燥は典型的には＜20μmの平均粒径を有する顆
粒を製造する。製造条件に依存して、噴霧乾燥は、細かく分割された顔料調整物をもまた
製造し得る。細かく分割された調整物は、パドルドライヤーで乾燥することにより、及び
蒸発、続く粉砕によってもまた得られ得る。
【００６６】
得られた、乾燥された顔料調整物の残余の湿気の含有量は、一般的に２重量％未満である
。
【００６７】
本発明に従う顔料濃厚物は、優れた色の性質、特に色の濃さ、彩度（brilliance）、色相
（hue)、および隠蔽力、特に混ざり込む性質（stir-in　characteristics）、即ち、単純
に攪拌又は振動させることにより最小のエネルギーのインプットで施与媒体中に分散され
ることができることに関して優れた色の性質を示す。本発明の顔料濃厚物は、高い顔料含
有量を有し、保存において非常に良好な安定性を示す。
【００６８】
本発明の顔料調整物は、例えば塗料、ラッカー、又は無機コーティングを着色するために
非常に有用である。これらの塗料は純粋に水溶性であることができ、水および有機溶媒、
例えばアルコールを含むことができ、又は有機溶媒、例えばアルコール、グリコールエー
テル、ケトン、例えばメチルエチルケトン、アミド、例えば，N-メチルピロリドン及びジ
メチルホルムアミド，エステル，例えば酢酸エチル、酢酸ブチル、及び酢酸メトキシプロ
ピル又は芳香族又は脂肪族炭化水素、例えばキシレン、鉱物油、及び鉱物スピリットをも
っぱらベースとすることができる。
【００６９】
本発明の顔料濃厚物で着色されることのできる物質の例は、コーティング、例えば建築用
コーティング、工業用コーティング、自動車用コーティング、放射硬化可能なコーティン
グ；塗料、例えば建築用エクステリア及び建築用インテリアのための塗料、例えば木部塗
料、石灰塗料、水性塗料（distemper）、エマルジョン塗料；建築用材料（水は典型的に
は建築用材料及び顔料調整物が乾燥混合された後にのみ添加される）、例えばセメント、
コンクリート、モルタル、石膏；ビチューメン、コーキング剤（caulk）等である。
【００７０】
本発明の顔料濃厚物は特に色混合系、又は色マッチング系における、混合するための成分
として特に有用である。それらは、その混ざり込む性質のために、この目的のための固体
として直接的に使用されることができる。しかし、もし所望されるならば、それらはまず
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色、「HS色」）、又はずっとより高く着色されている着色ペーストに転化されてもよく、
それらは次に混合系の成分を構成する。所望される色相のマッチング、従って、色の成分
の混合は、色標準に基づく非常のたくさんの数の色相グラデーションにおける色カードの
系、例えばRAL，BS及びNCSにより視覚的に、又は好ましくはコンピューター制御下で実行
されることができ、そうすることにより無限の数の色が利用できるようになる（「コンピ
ューターカラーマッチング」）。
【００７１】
本発明は、以下の実施例によりさらに説明される。
【００７２】
本発明は以下の実施例によりさらに説明される：
【００７３】
実施例1
顔料濃厚物はIrgazin(商標)Red2030(チバ製)、カラーインデックス分類ピグメントレッド
254を有するジケト－ピロロ－ピロール顔料を使用して製造された。３当量のポリヒドロ
キシステアリン酸で変性された1当量のポリエチレンイミン、ここで約50％のポリヒドロ
キシステアリン酸がポリエチレンイミンにアミド結合を介して共有結合で結合されている
、からなる分散剤が使用された。該物質は理論上、100％活性物質として使用された。
【００７４】
さらに、1分子当たり４オキシエチレン単位の平均数および8.8のHLBを有するオレイルア
ミドエトキシレートが界面活性剤として使用された。該物質は水との90％活性混合物とし
て使用された。
【００７５】
分散剤は水中で穏やかな加熱及び攪拌により乳化されて、約7.75重量％の分散剤を含む濁
った液体を与えた。約３４％の顔料ロード（顔料に対して１５重量％の分散剤に相当する
）を与えるように顔料が添加され、高速ディスパーサーを使用して混合された。20μｍ未
満のヘグマンの粉砕の細かさ（Hegman　Fineness　of　Grind）が達成されるまで、顔料
はビーズミルのマルチパスを使用して粉砕された。分散された顔料ペーストの記録された
量が得られ、界面活性剤が、これに低速攪拌下、顔料に対して15重量％の活性物質の量が
達成されるまで添加された。最終的なペーストは約３２重量％の顔料含有量を有し、約４
１．６重量％の総非揮発性の含有量を有した。ペーストは約３０重量％の非揮発性含有量
まで希釈され、噴霧乾燥された。得られた粉末は約７７重量％の顔料、約１１．５重量％
の分散剤及び界面活性剤（顔料に対してそれぞれ１５重量％の分散剤及び界面活性剤に相
当する）を含んでいた。
【００７６】
表１に示される粉末がベース塗料に添加され、缶を2分間振動させることにより混合され
た。得られた色の濃さを評価するために、Clピグメントレッド254をベース塗料に対して
同等の顔料添加レベルにおいて含む市販入手可能な顔料ペーストと比較された。
【００７７】
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缶を2分間振動させることにより混合された塗料の見本（drawdown)が作られ、これらは放
置されて乾燥された。色は分光光度計を使用して測定されCIE　Labシステムに従うL*a*b*

値及びCIE　LChシステムに従う彩度(C*)及び色相（ｈ°）値が、実施例の粉末濃厚物につ
いては表２に、及びペーストについては表３に示される。溶剤型塗料については、溶剤型
ペーストAcotint(商標)sR2が使用された。水性塗料については、水性ペーストAcomix(商
標)wR2が使用された。Acotint(R)sR2及びAcomix(R)wR2は、オランダ国サッセンハイムの
アクゾノーベルコーティングから市販入手可能である。
【００７９】
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【００８０】

【００８１】
達成された色（shade）の深さの目安としてのC＊（彩度）値を考慮して、達成された色が
、等価の量の、市販入手可能なペーストの形で供給された顔料から得られたものと少なく
とも同じぐらい深いことが、各それぞれの塗料について見られることができる。
【００８２】
色の濃さの発現は顔料濃厚物が水に、そして溶媒にそれぞれ添加された後に測定された。
測定は、フローセルと組み合わせた光ファイバー分光光度計で行われた。測定に基づいて
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の発現については図１に、及び溶媒、Shelsol(商標)D40中での色の濃さの発現については
図２に示される。これらの図の結果により示されるように、色の濃さは30～40秒でその最
大値に到達する。満足できる色の濃さは、溶媒中ならびに水中において得られる。
【００８３】
実施例2
顔料濃厚物が、Sicopal(商標)イエローL1150(BASF製)、カラーインデックス分類ピグメン
トイエロー184を有するビスマスバナデート顔料、を使用して製造された。実施例１にお
いて記載されたのと同じ分散物が使用された。
【００８４】
さらに、実施例１に記載されたのと同じオレイル－アミド－エトキシレート物質が使用さ
れた。
【００８５】
分散剤は穏やかな加熱及び攪拌により水中で乳化されて、約12.25重量％の分散剤を含む
濁った液体を与えた。約55％の顔料ロード（顔料に対して１0重量％の分散剤に相当する
）を与えるように顔料が添加され、高速ディスパーサーを使用して混合された。20μｍ未
満のヘグマンの粉砕の細かさが達成されるまで、顔料はビーズミルのマルチパスを使用し
て粉砕された。分散された顔料ペーストの記録された量が得られ、界面活性剤が、これに
低速攪拌下、顔料に対して10重量％の活性物質の量が達成されるまで添加された。最終的
なペーストは約51.8重量％の顔料含有量、及び約62.2重量％の総非揮発性の含有量を有し
た。ペーストは約2０重量％の非揮発性含有量まで希釈され、噴霧乾燥された。得られた
粉末は約83.4重量％の顔料、約8.3重量％の分散剤及び界面活性剤（顔料に対してそれぞ
れ１0重量％の分散剤及び界面活性剤に相当する）を含んでいた。
【００８６】
該粉末は既に表１に示されたベース塗料に添加され、缶を2分間振動させることにより混
合された。得られた色の濃さを評価するために、Clピグメントイエロー184をベース塗料
に対して同等の顔料添加レベルにおいて含む市販入手可能な顔料ペーストと比較された。
【００８７】
缶を2分間振動させることにより混合された塗料の見本が作られ、これらは放置されて乾
燥された。色は分光光度計を使用して測定されCIE　Labシステムに従うL*a*b*値及びCIE
　LChシステムに従う彩度(C*)及び色相（ｈ°）値が、実施例の粉末濃厚物については表
４に、及びペーストについては表５に示される。溶剤型塗料については、溶剤型ペースト
Acotint(商標)sY3が使用された。水性塗料については、水性ペーストAcomix(商標)wY3が
使用された。Acotint(商標)sY3及びAcomix(商標)wY3は、オランダ国サッセンハイムのア
クゾノーベルコーティングから市販入手可能である。
【００８８】
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【００８９】

【００９０】
達成された色（shade）の深さの目安としてのC＊（彩度）値を考慮して、達成された色が
、等価の量の市販入手可能なペーストの形で供給された顔料から得られたものと匹敵する
ほど深いことが、各それぞれの塗料について見られることができる。
【００９１】
色の濃さの発現は顔料濃厚物が水に、そして溶媒にそれぞれ添加された後に測定された。
測定は、フローセルと組み合わせた光ファイバー分光光度計で行われた。測定に基づいて
、彩度は時間の関数としてCIE　LCh標準に従って計算された。結果は、水中での色の濃さ
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の発現については図３に、及び溶媒、Shelsol(商標)D40中での色の濃さの発現については
図４に示される。これらの図の結果により示されるように、色の濃さは30～40秒でその最
大値に到達する。満足できる色の濃さは、溶媒中ならびに水中において得られる。
【図面の簡単な説明】
【００９２】
【図１】水に混ぜ込まれたPR254粉末
【図２】Shelsol　D40に混ぜ込まれたPR254粉末
【図３】水に混ぜ込まれたPY184粉末
【図４】Shelsol　D40に混ぜ込まれたPY184粉末

【図１】 【図２】

【図３】
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